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1. 目的	

•  VERA記録用データストレージについて	
– 使用状況の把握	
– データフローサイクルの把握	
– 故障数の把握	

•  観測へのフィードバック	
– 滞留経路の改善	
– 効率化の啓発	
– 必要数の過不足をなくす	

•  貴重な運用実績データとしての資料化	



2.	VERAの記録ストレージ	



•  下記3種の記録ストレージの内訳(容量/HDD数量/記録時
間など)	
–  OCTADISK	Storage	Module	
–  RAIDBOX	
–  OCTADISK2	Storage	Module	

•  全容量：6,816TB	
•  全観測数(8時間ベース)：	

–  OCTADISK：156観測	
–  運用系RAIDBOX：12観測	
–  開発系RAIDBOX：11観測	
–  OCTADISK2：6観測	

•  全使用HDD数：2,160本	



3. 観測実績@2019/Feb	~	Apr	

単位：観測数(obs)	



•  2019年2月~4月期の記録種類別観測実績	
–  OCTADISK記録：131観測	
–  運用系VSREC記録：15観測	
–  開発系VSREC記録：25観測	
–  OCTADISK	Storage	Moduleを使用する観測数がVERA記録ストレージ

数から算出されるMAX156観測に近い	

注)	
•  測地24時間観測については3観測分としてカウント	
•  短時間の観測についても1観測としてカウント	
•  種類の異なる記録系での同時記録については別観測としてカウント	
•  該当期間中にEAVNキャンペーンなどが実施されている	



ストレージ使用量@2019/Mar	



•  2019年3月期のOCTADISK	Storage	Moduleの使用状況	
–  記録使用中：1モジュール	
–  在庫：1~2モジュール	
–  水沢相関局滞留中：3モジュール	
–  KJCC滞留中：7~8モジュール	

•  モジュール在庫が1,2個であり余裕のない状況	

注)	
•  OCTADISKには2モジュール装着	
•  #1側VERA	/	#2側KaVA他　観測用として使い分け	



4. 使用ハードディスク(HDD)故障推移	

推移グラフ(全体:2018.11	~	2019.10	佐藤元さん集計)		



•  略語	
–  TO:	東芝,	SG:	Seagate,	WD:	Western	Digital	
–  数値は容量[TB}	

•  3TB	HDDの故障比率(SG:TO)に変化はない	
–  しばらくSeagate	3TBのHDD故障は続く	
–  故障率は0.5~1%と推定できる	
–  年間80	~	100本	

•  VERAのメンテナンス期間(6月中旬~8月下旬)に対し、その前
後で顕著に故障数が減っている	

注)	
•  HDDとしての管理のため相関局使用分も含む	
•  交換HDDが東芝製に偏るのはHDD在庫がほぼ東芝のみのため	
•  XXX-101,102,103は本来ストレージ故障時の予備扱い	



5.	データフローサイクル	
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5. データフローサイクル	
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5. データフローサイクル	
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•  データフローサイクル概観	
–  VERA観測：6~7週	
–  KaVA観測：13~15週	
–  JVN観測：8週	

注)	
•  各項目の基準を明確化出来ないため統計としての厳密さには欠ける	
•  KaVA観測については相関処理とリリースにかかる時間をVERA側か

らは分解できないためまとめてリリース期間とした	
•  EAVN観測についてはまだ1サイクルしていないため不定	



6. まとめ	

•  現状サイクルにおいてVERAのストレージ使用率は高く、効率
的である	

•  ディスク故障率は安定しており、次年度のベースとして使用
可能	

–  推移は今後変化していくと推定されるため、継続的に確認する必要
あり	

•  Array規模の拡大に伴いデータフローが長距離化/複雑化し、
サイクルが長期化している	

–  要サイクルの見直し	
–  要工程の見直し	


